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平
成
二
三
年
一
一
月
二
二
日
付
け
で
、
金
融
庁

か
ら
「
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
す
る
よ
く
あ

る
ご
質
問
（
Ｆ
Ａ
Ｑ
）」
が
公
表
さ
れ
、
金
融
検

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
十
分
な
資

本
的
性
質
が
認
め
ら
れ
る
借
入
金
」
の
運
用
明
確

化
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
日
本
公
認
会
計

士
協
会
（
業
種
別
委
員
会
）
は
、
平
成
二
四
年
一

月
一
二
日
、
業
種
別
委
員
会
報
告
第
三
二
号
「
銀

行
等
金
融
機
関
の
保
有
す
る
貸
出
債
権
が
資
本
的

劣
後
ロ
ー
ン
に
転
換
さ
れ
た
場
合
の
会
計
処
理
に

関
す
る
監
査
上
の
取
扱
い
」（
以
下
、「
本
指
針
」
と

い
う
）
を
改
正
し
、
公
表
し
た
。
本
稿
は
、
本
指

針
を
地
域
金
融
機
関
に
適
用
す
る
場
合
に
、
償
却

引
当
実
務
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
論
点
と
考
え
方

に
つ
き
、
具
体
例
を
示
し
検
討
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
本
稿
中
、
意
見
に
関
す
る
部
分
は
筆

者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
り
、
新
日
本
有
限
責
任

監
査
法
人
の
公
式
見
解
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

本
改
正
は
、
平
成
二
三
年
の
東
日
本
大
震
災
を

受
け
た
被
災
者
等
へ
の
対
応
な
ど
で
、
既
存
の
貸

出
債
権
を
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
へ
転
換
す
る
場
合

に
限
ら
ず
、「
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
（
早
期
経
営
改

善
特
例
型
）」
や
「
十
分
な
資
本
的
性
質
が
認
め

ら
れ
る
借
入
金
」（
以
下
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て

「
適
格
貸
出
金
」
と
い
う
）
が
広
く
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
資
本
的
劣
後
ロ

ー
ン
へ
の
転
換
に
限
定
せ
ず
、
適
格
貸
出
金
一
般

に
対
す
る
貸
倒
見
積
高
の
算
定
お
よ
び
金
融
機
関

の
保
有
す
る
貸
出
債
権
を
適
格
貸
出
金
へ
転
換
し

た
場
合
等
の
会
計
処
理
に
関
す
る
監
査
上
の
取
扱

い
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
に
公
表
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

●
　
本
指
針
の
適
用
範
囲
の
拡
大

改
正
前
は
、
金
融
機
関
が
既
存
貸
出
金
を
資
本

的
劣
後
ロ
ー
ン
に
転
換
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高
の
算

定
方
法
等
に
適
用
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

改
正
後
は
、
適
格
貸
出
金
一
般
に
対
す
る
貸
倒
見

積
高
の
算
定
方
法
等
に
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ

た
。

●
　
準
株
式
法
の
適
用
範
囲
の
拡
大

改
正
前
は
、
い
わ
ゆ
る
「
準
株
式
法
」
の
適
用

範
囲
が
、
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
を
資
本
と
み
な
し

〈
特
集
〉
資
本
性
借
入
金
の
活
用
と
銀
行
実
務

1
資
本
性
借
入
金
に
か
か
る
会
計
処
理

─
地
域
金
融
機
関
の
償
却
引
当
実
務
に
お
け
る
論
点
と
考
え
方
─

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
 公
認
会
計
士

窪
寺
　
信

一
　
本
稿
の
目
的

二
　
本
指
針
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
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て
も
実
質
債
務
超
過
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
に
の

み
適
用
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し

た
ケ
ー
ス
に
限
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
適
用
範
囲
が

拡
大
さ
れ
た
。

●
　
法
的
劣
後
性
を
有
し
な
い
適
格
貸
出

金
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高
算
定
方
法
の

明
確
化

一
定
の
条
件
を
満
た
す
担
保
付
貸
出
金
等
、
法

的
破
綻
時
の
劣
後
性
が
確
保
さ
れ
な
い
一
定
の
貸

出
金
が
適
格
貸
出
金
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
適
格
貸
出
金
に
対
す

る
貸
倒
見
積
高
の
算
定
方
法
が
明
確
に
な
っ
た
。

１
　
貸
倒
見
積
高
の
算
定
方
法

本
指
針
に
は
、
適
格
貸
出
金
の
法
的
破
綻
時
の

劣
後
性
の
有
無
お
よ
び
実
務
上
の
対
応
可
能
性
等

の
観
点
か
ら
、【
表
１
】
の
と
お
り
、
適
格
貸
出
金

に
対
す
る
貸
倒
見
積
高
の
算
定
方
法
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、【
表
２
】
の
と
お
り
、
適
格
貸
出
金

を
供
与
す
る
金
融
機
関
に
お
け
る
適
格
貸
出
金
以

外
の
債
権
（
以
下
、「
通
常
債
権
」
と
い
う
）
お
よ

び
適
格
貸
出
金
を
供
与
し
て
い
な
い
金
融
機
関
に

お
け
る
債
権
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高
の
算
定
方
法

が
示
さ
れ
て
い
る
。

三
　
本
指
針
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

【表１】適格貸出金に対する貸倒見積高の算定方法

倒産確率および劣後性を考慮した倒産時損失率に基づく予想損失率により算定する方法

元本の回収および利息の受取りにかかるキャッシュ・フローを劣後性を考慮して合理的

に見積もり、DCF 法により算定する方法

当該債務者に対する金銭債権全体について、優先・劣後の関係を考慮せずに算定された

倒産確率および倒産時損失率に基づく予想損失率を用いて算定する方法

当該債務者に対する金銭債権全体について、優先・劣後の関係を考慮せずに算定された

予想損失率を用いて算定する方法（本稿では、「全体予想損失率法」という）

経営改善計画の確実な履行など、将来の事象に大きく影響を受ける場合、上記の簡便法に代え、

時価を把握することがきわめて困難と認められる株式または種類株式の評価に準じて劣後性を有

する適格貸出金の貸倒見積高を見積る方法（「準株式法」という）

なお、適格貸出金供与前の実質債務超過額を適格貸出金が上回る場合、当該上回る額に対しては、

【表２】に記載の通常債権に対する引当方法などを用いて貸倒見積高を算定

劣後性を有しない適格貸出金については、当該債権を資本とみなし、あわせて提示される経営改

善計画等その他の条件も考慮して適正な自己査定手続により決定された債務者区分等に応じて、

予想損失率を算定

発生が見込まれる損失額により貸倒見積高を算定する方法

算定方法

原
則
法

簡
便
法

劣
後
性
あ
り

劣
後
性
な
し



２
　
適
格
貸
出
金
供
与
時
に
お
け
る
実
質

的
な
貸
倒
引
当
金
戻
入
れ
の
禁
止
等

本
指
針
が
対
象
と
す
る
適
格
貸
出
金
の
供
与

は
、
債
務
者
が
財
務
的
に
困
難
な
場
合
に
、
債
務

者
の
経
営
改
善
の
一
手
法
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
適
格
貸
出
金
を
供
与
し
た
金
融
機

関
に
お
い
て
は
、
既
存
債
権
を
適
格
貸
出
金
に
転

換
す
る
時
点
に
お
い
て
貸
倒
引
当
金
を
実
質
的
に

戻
し
入
れ
る
こ
と
は
、
通
常
合
理
的
と
は
認
め
ら

れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
適
格

貸
出
金
の
供
与
後
、
一
定
期
間
経
営
改
善
計
画
の

履
行
状
況
を
厳
格
に
検
証
し
、
計
画
通
り
経
営
改

善
計
画
が
進
行
し
て
い
る
と
合
理
的
に
確
認
で
き

た
時
点
で
、
貸
倒
引
当
金
の
戻
入
れ
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
、
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
確
認
が
で
き
た

時
点
に
お
け
る
貸
倒
引
当
額
の
十
分
性
を
改
め
て

判
断
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
適

格
貸
出
金
を
資
本
と
見
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者

区
分
を
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
判

断
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
に
よ
り
、
直
ち
に
当

該
債
務
者
に
か
か
る
貸
倒
引
当
金
計
上
額
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
は
合
理
的
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
簡
便
法
適
用
に
あ
た
っ
て
使
用
す
る
予

想
損
失
率
等
は
、
適
格
貸
出
金
を
資
本
と
み
な
し

た
場
合
の
債
務
者
区
分
等
に
基
づ
い
た
も
の
を
使
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【表２】通常債権等に対する貸倒見積高の算定方法

適格貸出金を債務者区分等の判断において資本とみなし、あわせて提示さ

れる経営改善計画等その他の条件も考慮したうえで、適正な自己査定手続

により決定された債務者区分等に応じて、予想損失額を算定

適格貸出金に対する貸倒見積高の算定方法と同様、優先・劣後の関係を考

慮した方法で算定することも認められる。

経営改善計画等その他の条件を踏まえ、適格貸出金が与える影響を適切に考慮して適正な
自己査定手続により決定された債務者区分等に応じて、予想損失額を算定する。

簡便法を採用して算定した適格貸出

金にかかる予想損失額が、通常債権

の予想損失額をも十分にカバーされ

る水準であると判断される場合

簡便法を採用して算定したすべての

金銭債権の予想損失額が、劣後性を

有する適格貸出金の取得原価または

償却原価を超える場合

引当てを行わないことが合理的だ

が、別途引当てを行うことも可能

当該予想損失額から劣後性を有する

適格貸出金の取得原価または償却原

価を控除した残額のうち当該債務者

が負担する劣後性を有する適格貸出

金以外のすべての金銭債務の残高に

応じて按分した金額を、通常債権に

対する貸倒引当金として引き当てる

方法もより精緻な方法として認めら

れる（本稿では「劣後引当残額按分

法」という）。

算定方法

適格貸出

金供与金

融機関が

保有する

通常債権

適格貸出

金非供与

金融機関

が保有す

る債権

通常債権に

かかる原則

的方法

適格貸出金

に原則法を

適用してい

る場合

適格貸出金

に簡便法を

適用してい

る場合
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分
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
。

②
　
適
格
貸
出
金
に
対
し
簡
便
法
（
全
体
予
想
損

失
率
法
）
を
適
用
し
た
場
合
の
貸
倒
見
積
高
算

定
例

ⅰ

適
格
貸
出
金
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高

八
〇
〇
百
万
円
×
一
五
％
＝
一
二
〇
百
万
円

（
注
１
）

ⅱ

通
常
債
権
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高

四
〇
〇
百
万
円
×
三
％
＝
一
二
百
万
円
（
注

２
）

ⅲ

実
質
的
な
引
当
金
戻
入
れ
の
有
無
の
検
討

貸
倒
引
当
金
合
計
一
三
二
百
万
円

当
初
貸
倒

引
当
金
一
〇
五
百
万
円
（
七
〇
〇
百
万
円
×
一

五
％
）
で
あ
り
、
該
当
な
し
。

③
　
適
格
貸
出
金
に
対
し
準
株
式
法
を
適
用
し
た

場
合
の
貸
倒
見
積
高
算
定
例

ⅰ

適
格
貸
出
金
に
対
す
る
引
当
額

二
五
〇
百
万
円
＋
一
・
五
百
万
円
（
注
３
）
＝

二
五
一
・
五
百
万
円

ⅱ

通
常
債
権
に
対
す
る
引
当
額

原
則
的
方
法
：
四
〇
〇
百
万
円
×
三
％
＝
一
二

百
万
円

ⅲ

実
質
的
な
引
当
金
戻
入
れ
の
有
無
の
検
討

貸
倒
引
当
金
合
計
二
六
三
・
五
百
万
円

当
初

貸
倒
引
当
金
一
〇
五
百
万
円
（
七
〇
〇
百
万
円
×

一
五
％
）
で
あ
り
、
該
当
な
し
。

用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
の
債

務
者
に
適
用
さ
れ
る
予
想
損
失
率
等
の
妥
当
性

は
、
十
分
に
信
頼
性
の
高
い
統
計
値
を
基
礎
と
す

る
な
ど
、
強
い
証
拠
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
当
該
裏
付
け
が
得
ら
れ

な
い
場
合
に
は
、
保
守
的
に
劣
後
性
を
有
す
る
適

格
貸
出
金
を
資
本
と
み
な
さ
な
か
っ
た
場
合
の
債

務
者
区
分
等
に
基
づ
い
た
予
想
損
失
率
等
を
用
い

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
留

意
が
必
要
で
あ
る
。

３
　
貸
倒
見
積
高
の
算
定
方
法
等
の
文
書
化

い
ず
れ
の
方
法
を
用
い
て
貸
倒
見
積
高
を
算
定

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
金
融
機
関
に
お
い

て
合
理
的
な
判
断
基
準
を
設
け
、
当
該
基
準
に
基

づ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
適
用
の
恣
意

性
を
排
除
す
る
た
め
、
当
該
基
準
を
文
書
化
し
、

毎
期
継
続
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

１
　
法
的
破
綻
時
の
劣
後
性
を
有
す
る
適

格
貸
出
金
を
供
与
す
る
地
域
金
融
機
関

に
お
け
る
貸
倒
引
当
金
の
算
定
例

四
　
貸
倒
見
積
高
の
算
定
例

⑴
　
要
管
理
先
債
務
者
に
対
し
て
、
実
現
可
能
性

の
高
い
抜
本
的
な
計
画
の
策
定
を
前
提
に
適
格

貸
出
金
を
供
与
し
た
場
合

①
　
前
提
条
件

ⅰ

適
格
貸
出
金
供
与
直
前
の
債
務
者
区
分
等

要
管
理
先

ⅱ

総
与
信
額

七
〇
〇
百
万
円

ⅲ

適
格
貸
出
金
へ
の
転
換
額

三
〇
〇
百
万
円

ⅳ

適
格
貸
出
金
供
与
後
の
通
常
債
権

四
〇
〇
百
万
円
（
七
〇
〇
百
万
円
─
三
〇
〇
百

万
円
）

ⅴ

債
務
者
の
金
銭
債
務
総
額

八
〇
〇
百
万
円

ⅵ

債
務
者
の
実
質
債
務
超
過
額

二
五
〇
百
万
円

ⅶ

予
想
損
失
率

そ
の
他
要
注
意
先
：
三
％

要
管
理
先
：
一
五
％

ⅷ

そ
の
他
の
条
件

適
格
貸
出
金
供
与
の
前
提
と
し
て
策
定
さ
れ
た

計
画
は
、
実
現
可
能
性
の
高
い
抜
本
的
な
計
画
と

認
め
ら
れ
、
転
換
後
の
実
質
資
本
お
よ
び
債
務
償

還
年
数
等
に
基
づ
き
、
適
正
に
自
己
査
定
を
行
っ

た
結
果
、
債
務
者
区
分
は
そ
の
他
要
注
意
先
に
区
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⑵
　
破
綻
懸
念
先
債
務
者
に
対
し
、
実
現
可
能
性

の
高
い
合
理
的
な
計
画
を
前
提
に
適
格
貸
出
金

を
供
与
し
た
場
合

①
　
前
提
条
件

ⅰ

適
格
貸
出
金
供
与
直
前
の
債
務
者
区
分
等

破
綻
懸
念
先

ⅱ

総
与
信
総
額

七
〇
〇
百
万
円
（
内
Ⅲ
分
類
額
五
〇
〇
百
万

円
、
非
・
Ⅱ
分
類
額
二
〇
〇
百
万
円
）

ⅲ

適
格
貸
出
金
へ
の
転
換
額

三
〇
〇
百
万
円
（
非
保
全
部
分
）

ⅳ

適
格
貸
出
金
供
与
後
の
通
常
債
権

四
〇
〇
百
万
円
（
七
〇
〇
百
万
円
─
三
〇
〇
百

万
円
）

ⅴ

債
務
者
の
金
銭
債
務
総
額

一
〇
〇
〇
百
万
円

ⅵ

債
務
者
に
か
か
る
担
保
処
分
可
能
見
込
額
等

（
債
権
者
全
体
か
ら
見
た
非
・
Ⅱ
分
類
額
）

三
〇
〇
百
万
円

ⅶ

債
務
者
の
実
質
債
務
超
過
額

三
五
〇
百
万
円

ⅷ

予
想
損
失
率

そ
の
他
要
注
意
先
：
三
％

破
綻
懸
念
先
（
Ⅲ
分
類
額
）：
五
〇
％

ⅸ

そ
の
他
の
条
件

適
格
貸
出
金
供
与
の
前
提
と
し
て
策
定
さ
れ
た

計
画
は
、
実
現
可
能
性
の
高
い
合
理
的
な
計
画
と

認
め
ら
れ
、
転
換
後
の
実
質
資
本
お
よ
び
債
務
償

還
年
数
等
に
基
づ
き
、
適
正
に
自
己
査
定
を
行
っ

た
結
果
、
債
務
者
区
分
は
そ
の
他
要
注
意
先
に
区

分
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
。

②
　
適
格
貸
出
金
に
対
し
簡
便
法
（
全
体
予
想
損

失
率
法
）
を
適
用
し
た
場
合
の
貸
倒
見
積
高
算

定
例

ⅰ

適
格
貸
出
金
に
対
す
る
引
当
額

三
〇
〇
百
万
円
（
注
４
）

ⅱ

通
常
債
権
に
対
す
る
引
当
額

原
則
的
方
法
：
四
〇
〇
百
万
円
×
三
％
＝
一
二

百
万
円

劣
後
引
当
残
額
按
分
法
：
二
九
百
万
円
（
注

５
）

ⅲ

実
質
的
な
引
当
金
戻
入
れ
の
有
無
の
検
討

貸
倒
引
当
金
合
計
三
一
二
百
万
円
ま
た
は
三
二

九
百
万
円

当
初
貸
倒
引
当
金
二
五
〇
百
万
円

（
五
〇
〇
百
万
円
×
五
〇
％
）
で
あ
り
、
該
当
な

し
。

③
　
適
格
貸
出
金
に
対
し
準
株
式
法
を
適
用
し
た

場
合
の
貸
倒
見
積
高
算
定
例

ⅰ

適
格
貸
出
金
に
対
す
る
引
当
額

三
〇
〇
百
万
円
（
注
６
）

ⅱ

通
常
債
権
に
対
す
る
引
当
て

原
則
的
方
法
：
四
〇
〇
百
万
円
×
三
％
＝
一
二

百
万
円

ⅲ

実
質
的
な
引
当
金
戻
入
れ
の
有
無
の
検
討

貸
倒
引
当
金
合
計
三
一
二
百
万
円

当
初
貸
倒

引
当
金
二
五
〇
百
万
円
（
五
〇
〇
百
万
円
×
五

〇
％
）
で
あ
り
、
該
当
な
し
。

２
　
法
的
破
綻
時
の
劣
後
性
を
有
し
な
い

適
格
貸
出
金
を
供
与
す
る
地
域
金
融
機

関
に
お
け
る
貸
倒
引
当
金
の
算
定
例

⑴
　
要
管
理
先
債
務
者
に
対
し
て
、
実
現
可
能
性

の
高
い
抜
本
的
な
計
画
の
策
定
を
前
提
に
適
格

貸
出
金
を
供
与
し
た
場
合

①
　
前
提
条
件

１
⑴
①
と
同
様
。
た
だ
し
、
適
格
貸
出
金
に

は
、
事
実
上
解
除
不
能
な
担
保
が
付
さ
れ
て
い

る
。

②
　
貸
倒
見
積
高
算
定
例

ⅰ

適
格
貸
出
金
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高

三
〇
〇
百
万
円
×
三
％
＝
九
百
万
円

ⅱ

通
常
債
権
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高

四
〇
〇
百
万
円
×
三
％
＝
一
二
百
万
円

ⅲ

実
質
的
な
引
当
金
戻
入
れ
の
有
無
の
検
討

貸
倒
引
当
金
合
計
二
一
百
万
円

当
初
貸
倒
引

当
金
一
〇
五
百
万
円
（
七
〇
〇
百
万
円
×
一

五
％
）
で
あ
り
、
該
当
あ
り
。
し
た
が
っ
て
、
差

額
八
四
百
万
円
は
戻
入
れ
を
行
わ
ず
、
適
格
貸
出

金
に
か
か
る
引
当
金
と
し
て
引
き
継
ぐ
。

〈特集〉資本性借入金の活用と銀行実務
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⑵
　
破
綻
懸
念
先
債
務
者
に
対
し
、
実
現
可
能
性

の
高
い
合
理
的
な
計
画
を
前
提
に
適
格
貸
出
金

を
供
与
し
た
場
合

①
　
前
提
条
件

１
⑵
①
と
同
様
。
た
だ
し
、
適
格
貸
出
金
に

は
、
事
実
上
解
除
不
能
な
担
保
が
付
さ
れ
て
い

る
。

②
　
貸
倒
見
積
高
算
定
例

ⅰ

適
格
貸
出
金
に
対
す
る
引
当
額

三
〇
〇
百
万
円
×
三
％
＝
九
百
万
円

ⅱ

通
常
債
権
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高

四
〇
〇
百
万
円
×
三
％
＝
一
二
百
万
円

ⅲ

実
質
的
な
引
当
金
戻
入
れ
の
有
無
の
検
討

貸
倒
引
当
金
合
計
二
一
百
万
円

当
初
貸
倒
引

当
金
二
五
〇
百
万
円
（
五
〇
〇
百
万
円
×
五

〇
％
）
で
あ
り
、
該
当
あ
り
。
し
た
が
っ
て
、
差

額
二
二
九
百
万
円
は
戻
入
れ
を
行
わ
ず
、
適
格
貸

出
金
に
か
か
る
引
当
金
と
し
て
引
き
継
ぐ
。

１
　
適
用
す
る
予
想
損
失
率
等

⑴
　
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
前
後
い
ず
れ
の
予
想
損
失
率

を
適
用
す
べ
き
か

劣
後
性
を
有
す
る
適
格
貸
出
金
に
対
し
、
全
体

予
想
損
失
率
法
を
適
用
す
る
場
合
の
予
想
損
失
率

を
、
適
格
貸
出
金
の
供
与
に
よ
る
債
務
者
区
分
の

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
前
後
、
い
ず
れ
の
区
分
に
基
づ
く

予
想
損
失
率
と
す
べ
き
か
と
い
っ
た
論
点
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
適
格
貸

出
金
を
含
む
債
務
者
区
分
に
対
応
す
る
貸
倒
実
績

率
が
計
測
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
十
分
に
信
頼
性
の
高
い
統

計
値
を
基
礎
と
す
る
な
ど
、
強
い
証
拠
」
に
基
づ

く
予
想
損
失
率
を
算
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
場
合

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え

ば
本
稿
四
１
⑴
②
ⅰ
お
よ
び
⑵
②
ⅰ
に
示
す
よ
う

に
、
保
守
的
に
適
格
貸
出
金
供
与
前
の
債
務
者
区

分
に
か
か
る
予
想
損
失
率
を
基
礎
に
算
定
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
う
こ
と
も
現
実
的
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
劣
後
性
を
有
し
な
い
適
格
貸
出
金
に

対
す
る
予
想
損
失
率
に
つ
い
て
も
同
様
と
考
え
ら

れ
る
が
、
適
格
貸
出
金
供
与
後
の
実
質
的
な
貸
倒

引
当
金
の
戻
入
れ
禁
止
規
定
を
考
慮
し
、
本
稿
四

２
⑴
②
ⅲ
お
よ
び
⑵
②
ⅲ
に
示
す
よ
う
な
対
応
を

行
う
こ
と
が
現
実
的
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
　
適
格
貸
出
金
供
与
前
の
債
務
者
区
分
が
破
綻

懸
念
先
の
場
合
の
全
体
予
想
損
失
額
の
算
定
方

法⑴
を
前
提
と
し
て
、
適
格
貸
出
金
供
与
前
の
債

務
者
区
分
が
破
綻
懸
念
先
の
場
合
、
金
銭
債
権
全

体
に
対
す
る
引
当
額
を
ど
の
よ
う
に
算
定
す
る
か

と
い
う
論
点
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
金
銭
債
権
保
有
者
が
設
定
し
て
い

る
担
保
等
に
つ
い
て
、
適
格
貸
出
金
供
与
金
融
機

関
と
同
様
の
目
線
で
処
分
可
能
見
込
額
を
算
定

し
、
金
銭
債
権
全
体
に
か
か
る
Ⅲ
分
類
相
当
額
を

推
定
し
、
こ
れ
に
Ⅲ
分
類
額
に
か
か
る
実
績
率
を

乗
じ
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

２
　
貸
倒
引
当
金
戻
入
れ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
・
方
法

適
格
貸
出
金
供
与
後
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

貸
倒
引
当
金
の
戻
入
れ
を
行
う
こ
と
が
可
能
か
、

す
な
わ
ち
、
適
格
貸
出
金
と
優
先
債
権
の
両
方
に

つ
い
て
、
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
後
の
予
想
損
失
率
を
適

用
す
れ
ば
十
分
と
判
断
さ
れ
る
時
期
は
い
つ
に
な

る
の
か
、
と
い
う
論
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
も
保
守
的
な
観
点
か
ら

は
、
適
格
貸
出
金
を
資
本
と
見
な
さ
な
く
て
も
、

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
後
の
区
分
を
維
持
す
る
こ
と
が
可

能
と
判
断
さ
れ
る
時
期
に
行
う
方
法
が
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
準
株
式
法
を
採
用
し
、
自
己
査
定

基
準
日
毎
に
、
直
近
の
実
質
債
務
超
過
額
を
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
実
質
債
務

超
過
相
当
額
の
減
少
に
伴
い
、
適
格
貸
出
金
に
対

す
る
貸
倒
見
積
高
を
段
階
的
に
減
少
さ
せ
る
こ
と

五
　
実
務
上
の
論
点
と
考
え
方
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も
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
適
格
貸

出
金
か
ら
当
該
実
質
債
務
超
過
額
を
除
く
残
額
に

つ
い
て
は
、
通
常
債
権
同
様
、
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
後

の
予
想
損
失
率
に
基
づ
く
引
当
て
を
行
う
こ
と
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

３
　
貸
倒
見
積
高
算
定
方
法
・
戻
入
方
法

の
文
書
化

貸
倒
見
積
高
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
規
程

等
で
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

た
と
え
ば
破
綻
懸
念
先
債
務
者
に
対
し
て
合
理
的

で
実
現
可
能
性
の
高
い
再
建
計
画
を
前
提
に
適
格

貸
出
金
を
供
与
し
、
適
正
な
自
己
査
定
を
行
っ
た

結
果
、
要
注
意
先
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
償
却
引
当
規
程
等

の
う
ち
、
要
注
意
先
に
か
か
る
引
当
方
法
が
規
定

さ
れ
て
い
る
個
所
に
、
新
た
に
適
格
貸
出
金
に
対

す
る
引
当
方
法
お
よ
び
適
格
貸
出
金
が
供
与
さ
れ

て
い
る
債
務
者
に
対
す
る
通
常
債
権
に
対
す
る
引

当
方
法
を
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
本
指
針
に
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い

が
、
再
建
計
画
の
進
捗
等
に
応
じ
て
、
い
か
な
る

条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
貸
倒
引

当
金
の
戻
入
れ
を
行
う
か
に
つ
い
て
も
、
明
確
に

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
１
）
金
銭
債
権
全
体
に
か
か
る
予
想
損
失
額
全

額
が
、
適
格
貸
出
金
残
高
を
下
回
る
た
め
、
全
額

を
適
格
貸
出
金
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高
と
し
て
計

上
。
な
お
、
予
想
損
失
額
は
、
適
格
貸
出
金
を
含

む
そ
の
他
要
注
意
先
の
予
想
損
失
額
を
、
強
い
証

拠
に
基
づ
き
算
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
要
管
理
先
の
予
想
損
失
額
を
使
用
。

（
注
２
）
金
銭
債
権
全
体
に
か
か
る
予
想
損
失
額
が

全
額
適
格
貸
出
金
に
対
す
る
貸
倒
見
積
高
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、
通
常
債
権
に
つ
い
て
は

引
当
て
を
行
わ
な
い
こ
と
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ

る
が
、
た
と
え
ば
こ
の
よ
う
に
、
通
常
債
権
に
か

か
る
原
則
的
方
法
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
引
き
当

て
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

（
注
３
）
適
格
貸
出
金
残
高
（
三
〇
〇
百
万
円
）
が

実
質
債
務
超
過
額
（
二
五
〇
百
万
円
）
を
上
回
る

た
め
、
実
質
債
務
超
過
相
当
額
に
加
え
、
当
該
上

回
る
額
（
三
〇
〇
百
万
円
─
二
五
〇
百
万
円
＝
五

〇
百
万
円
）
に
対
し
て
、
通
常
債
権
に
対
す
る
原

則
的
方
法
と
同
様
の
方
法
で
、
五
〇
百
万
円
×

三
％
＝
一
・
五
百
万
円
を
引
当
て
。

（
注
４
）
金
銭
債
権
全
体
に
か
か
る
予
想
損
失
額
全

額
よ
り
も
適
格
貸
出
金
残
高
が
下
回
る
た
め
、
三

〇
〇
百
万
円
。
な
お
、
予
想
損
失
額
は
、
適
格
貸

出
金
を
含
む
そ
の
他
要
注
意
先
の
予
想
損
失
率
を

強
い
証
拠
に
基
づ
き
算
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
破
綻
懸
念
先
Ⅲ
分
類
相
当
額
に
か

か
る
予
想
損
失
額
（（
一
〇
〇
〇
百
万
円
─
三
〇

〇
百
万
円
）
×
五
〇
％
＝
三
五
〇
百
万
円
）
を
使

用
。

（
注
５
）
金
銭
債
権
全
体
に
か
か
る
予
想
損
失
額
三

五
〇
か
ら
適
格
貸
出
金
に
対
す
る
引
当
額
三
〇
〇

を
除
い
た
額
五
〇
百
万
円
を
、
金
銭
債
権
残
高
比

率
で
按
分
し
た
額
（
五
〇
×
四
〇
〇
÷
（
一
〇
〇

〇
─
三
〇
〇
）
＝
二
九
百
万
円
）。

（
注
６
）
適
格
貸
出
金
残
高
が
実
質
債
務
超
過
額
三

五
〇
百
万
円
を
下
回
る
た
め
、
全
額
を
引
当
て
。

●プロフィール
平成７年センチュリー監査法人
（現・新日本有限責任監査法人）
入所。平成14年７月から平成
18年６月まで金融庁検査局に
在籍し、検査実務や検査官向け
の会計分野研修等に関与。ま
た、在籍中、「金融持株会社に係
る検査マニュアル」WG、「評定
制度研究会」等にメンバーとし
て参加するとともに、資本的劣
後ローンの活用が提唱されるき
っかけとなった「新しい中小企
業金融の法務に関する研究会」
にオブザーバーとして参加。現
在は、金融部金融センターに所
属し、金融機関等の監査および
非監査業務等に関与。

新日本有限責任監査法人
金融部金融センター兼ブ
ロック金融センター（東
北）副センター長
パートナー　公認会計士
窪寺 信

（くぼでら・まこと）


